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慮し，第 2日程と特例追試日程が発表されている 1） 。 
 　新型コロナウイルスの流行は，各国の大学入学試験または統一試験の実施や日程にも影響を及ぼ
している。ヨーロッパでは，フランスのバカロレア試験  2） ，イギリスの Aレベル試験共に 2020年
は中止となった 3） 。アメリカでは 2020年 6月までの ACT 4） ，SAT 5） ，共に中止となり，各大学が出
願要件の見直しを迫られている。アジアにおいても，韓国の修学能力試験 6） ，中国の全国統一大学



























































 　フィンランドは，人口が 550万人の北欧の国である。2000年に開始された OECDの学力調査
PISAにおける成績の優秀さから，その教育が注目された。読解力の高さ，質の高い教員養成，構
成主義の学習観に基づく子ども中心の教育アプローチ，教育において知識を実際に使用することや，























 　大学入学資格を得るには，連続する 3回の試験以内で，必修試験の国語 1科目と選択試験 4科目
中の 3科目の計 4科目に合格する必要がある 12） 。 
 　必修科目の国語は，母国語であり，フィンランド語・スウェーデン語・サーミ語から選択する。
読解力の文章題と小論文の 2分野があり，その合計点で判定される。読解力では分析力や言語表現
力，小論文では，教養レベル一般，思考力の発達度，言語的表現力と論理一貫性が測られる 13） 。 






心理学，歴史，社会学，物理，化学，生物学，地理学，保健，から 1科目を選択して解答する 14） 。
他にも additionalな科目として選択科目を受験することができる。 








 2）大学入学資格試験問題作成委員会（Matriculation Examination Board） 
 　試験の問題を作成するのは大学入学資格試験作成委員会（Matriculation Examination Board）で
ある。 
 　問題作成委員は国家教育委員会より 3年間の任期で選ばれ，試験の科目の領域を代表する 25人
のメンバーにより構成される。（1）高等学校の学習内容について熟知していること，（2）教科の専











は，学力低下への対策ではなく，ICT化が進む職場環境（仕事の場で ICTを使う割合 80％弱） 16） と
学習環境の ICT使用の割合が低い，という乖離がある状況下で（学校で ICTを使う割合 20％




かけて，数科目ずつデジタル試験が導入されていった 18） 。 
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 2）導入のスケジュール 

























































図 7　 動画を用いた問題の例：上がローマ教皇が設置した Instagramに関するテレビニュースのビデオ，下
はダライ・ラマの YouTubeチャンネル，（2019年秋試験　宗教）28）
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されている 40） 。 
図 8　“Abitti”の説明41）（翻訳ソフトを用いてフィンランド語を日本語に翻訳している）
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